
和歌山県農業農村振興委員会「農業及び農山村の振興に係る第３者部会」 

令和３年度会議の審議概要 

 

１ 日 時：令和４年３月２２日（火）１０時００分～１２時００分 

２ 場 所：和歌山県自治会館 ３０４会議室 

３ 内 容： 

（１）審議事項１：事業の目標達成状況及び成果について 

             『産地パワーアップ事業』     

（２）審議事項２：令和４年度の事業実施計画について 

（３）その他 

 

４ 出席者及び提出資料 別紙のとおり 

 

５ 審議の概要 

  提出資料に基づき各事業担当者から委員に対し説明を行い、第３者の視 

点から疑問点や改善点について意見を求めた。 

  結果、委員から特に意義はなく了承を頂いた。 

  主な意見及び質疑応答は以下のとおり。 

 

（１）審議事項１：事業の目標達成状況及び成果について 

『産地パワーアップ事業』 

〇原委員  

 産地パワーアップ計画の事業評価は、売上高で見るが、生産量と単価の２つ 

の要素があり、生産量でなく単価アップを計画している地区がほとんどであ 

るが、そのことについての見解は。 

☆果樹園芸課 

 現状は、担い手が減少しており、現場では、量を維持し売上高の減少を 

食い止めていきたいイメージである。施設導入の効果として単価の向上によ 

り目標達成を目指している。 

 

〇原委員 

 評価方法について、単価に補正係数をかけることについて、経済、社会変動

を反映して評価しているが、実績そのもので評価してよいのではないかと思

う。国の農業振興事業では全体として、このような価格補正を行うのか。 

☆果樹園芸課 

 産地パワーアップ事業だけ補正係数をかけて評価するようになっている。 



  他の国の補助事業は価格補正をやっていない。 

 

〇岸上委員 

 ある地区は、達成率が厳しい数値となっており、将来展望が難しい状況と思

うが、このまま改善されない場合、制度としてどうなるのか。また、何年たっ

たらこの評価が終了するのか。 

☆果樹園芸課 

 県では、未達成の地区が１００％達成になるまで、毎年評価を行い、当委員 

会で指摘いただきながら、継続して改善していくことにしている。抜本的に変 

えるときは改善計画で変えていく。 

 

〇岸上委員 

 未達成地区は、毎年評価が残っていくのか。 

☆果樹園芸課  

 そのとおり。 

 

 

〇中原委員 

  ドライフルーツについて、お土産商品としてセットで販売することや食育

として学校給食として利用するなどで、皮のフレッシュな風味をアピールし

てはどうか。また、和歌山県民でありながら地元の食品をあまり知らない。和

歌山で生産できる産品を地元でＰＲして消費していく子供達にも食べてもら

うといった取組を進めてほしい。 

〇果樹園芸課 

  貴重なご提案をいただき地元に提言させていただく。また、県としても食育

という観点からも取り組んでいきたい。 

 

（２）審議事項２：令和４年度の事業実施計画について 

 

 

〇大橋委員 

  ハード整備においては、販促などのソフト面の取組が大事と思うが、補助対

象となっていない。どのような取組を行っているのか。 

☆果樹園芸課 

  ソフト面の取組については、各地域で県食品流通課をはじめ、関係機関、大

学等と連携して支援をいただきながら工夫して行っている。 



〇中原委員 

和歌山市中央卸売市場の道の駅構想があったと思うが、その後の状況はど

うなっているか。 

☆食品流通課 

今年度、和歌山市が事前調査を実施しており、令和７～８年頃の全体共用に

向けて取り組まれている。 

 

（３）その他 

特に意見なし 

 

                           終了１２：００  

 

     


































































